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ヘ

ド
リ

ン

九
七
b

）

。

イ
エ

ス

や
ム

ハ

ン

マ

ド
は
ゼ

カ

リ
ア

書
に

あ
る

メ

シ

ア

だ
と

彼
ら
は

主
張

す
る
が
（
ゼ

カ

リ

ア

九
冖

九
）

二

人
は

イ
ザ
ヤ
書

の

ロ

バ

と

ラ

ク
ダ

に

乗
る
者
で

あ
り
（
イ
ザ
ヤ
ニ
一
冖

七
、

九）

メ

シ

ア

で

は

な
い

。

第
三

に、

メ

シ

ア

が
来
る

話
は

経
験
上

い

つ

も

嘘
で

あ
る

。

　
こ

の

手
紙
は

『

迷
え
る
者
の

手
引
き

』

と

は

異
な

り、

あ
か
ら
さ
ま
に

イ
ス

ラ

ー

ム

と

キ

リ
ス

ト
教
を
批
判
し
て

い

る

が、

当
局
の

手
に

わ

た

る

危
険
を
顧
み

ず、

苦
し
む
同
胞
の

た

め

に

書
き
送
っ

た

こ

と

が
う
か
が
え

る
。

ま
た

、

聖
書
（

特
に
申
命
記、

イ
ザ
ヤ
書、

詩
編）

か

ら
多
数
の

約

束
の

言
葉
を

引
用
し、

同
胞
を
励
ま
し
て

い

る
。

こ

の

手
紙
が

き
っ

か
け

と
な
っ

て

メ

シ

ア

運
動
は

衰
退
し、

マ

イ
モ

ニ

デ
ス

が

サ

ラ

デ

ィ

ン

に

か

け
あ
っ

た
こ

と
で

迫
害
も
止
む
こ

と
に

な
る

。

共
同
体
の

リ

ー

ダ

ー

と

し

て
、

言
葉
だ

け
で

な
く、

迫
害
を
止
め

る

た

め

具
体
的
行
動
を

取
っ

た

こ

と
が

注
日
さ
れ

る
。

聖
句
に

固
く
立
つ

よ

う
に

と

語
っ

て

い

る

が
、

彼
自

身
も

神
の

言
葉
に

信
頼
し
つ

つ

行
動
し

た
の

で

あ
ろ

う
。

一

九

世
紀
東
欧
ユ

ダ
ヤ

教
の

危
機
と

ハ

ラ
ハ

ー

的
伝
統
の

革
新

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

市
川
　
　
裕

　
ユ

ダ

ヤ

教
の

苦
難
は
、

自
然
災
害
で

は

な
く
異
邦
人
側
か
ら

受
け
た

迫

害
な
ど
の

人

災
が
主

題
と

な

る
。

人

災
は
、

戦
争
や

暴
動
あ
る

い

は

強
制

改
宗
な
ど
ユ

ダ

ヤ

社
会
の

破
壊
を
目

的
と

し
た

場
合
に

は
、

生

命
の

危
機

に

直
結
す
る

。

こ

れ

に

対
し

て
、

本
論
の

事
例
は
、

危
機
で

あ
る

が
、

時

代
の

変
化
に

伴

う
共
同
体
の

変
容
が

扱
わ
れ

る
。

一

八

世

紀
末
の

西
欧
か

ら
始
ま
っ

た
ユ

ダ
ヤ

人

解
放
は

東
欧
に

も
波
及
す
る

。

そ
の

と
き
ユ

ダ
ヤ

社
会
は
西
欧
と
東
欧
で

大
き

な
違
い

が

う
ま
れ

た
。

そ
れ
は
な
ぜ
だ
っ

た

か
。

　
ユ

ダ
ヤ
人
解
放
は
、

近
代
国
家
の

成
立
に

伴
っ

て

同
等
の

市
民
と

し
て

社
会
に

受
容
さ
れ

る

事
態
で

あ
る

。

こ

れ
は

客
観
的
情
勢
と

し
て

西
欧
に

起
こ

り、

ユ

ダ

ヤ

人
の

身
分
は

明
ら
か
に
上
昇
し
た

。

ユ

ダ

ヤ
啓
蒙
主

義

者
な
ど

の

開
明
知
識
人
は
、

こ

れ
を
推
進
す
る

方
向
に

制
度
改
革
を
断
行

し、

ユ

ダ

ヤ

教
自
体
を
キ

リ
ス

ト
教
を
模
し
た

制
度
に

変
更
し
て

い

く
。

い

わ

ゆ
る

改
革
派
乃
至

進
歩
派
の

出
現
で

あ
る

。

西
欧
で

は

こ

こ

か
ら

さ

ら

に
同
化

、

世
俗
化、

キ

リ
ス

ト
教
へ

の

改
宗
が

起
こ

っ

た
。

　
こ

れ
は
、

ラ

ビ
・

ユ

ダ
ヤ

教

始
ま
っ

て

以

来
の

最
大
の

「

存
亡

の

危

機
」

、

内
側
か
ら
の

ユ

ダ
ヤ

教
の

崩
壊
の

危
機
と

い

え
よ

う
。

伝

統
主

義

者
に
と
っ

て
、

神
の

啓
示
法
で

あ
る

神
聖
な
ハ

ラ
ハ

ー

の

伝
統
は
、

人
と

人
の

関
係
を

律
す
る

政

治
的
規
定
と

神
と

人
と
の

関
係
を

律
す
る

宗
教
的

規
定
の

両
方
を
包

括
す
る

法
体
系
で

あ
る

。

こ

れ

が

ユ

ダ

ヤ

人
に

聖
な
る

身
分
を

与
え
、

苦
難
に

向
き
合
う
宗
教
体
制
の

根
幹
に

あ
っ

た
。

市
民
権

を

取
得
す
る

こ

と
は

こ

の

ハ

ラ

ハ

ー

体
制
の

廃
棄
を
意

味
し

た

か

ら

で

あ

る
。

　

し
か

し
、

西
欧
で

は
、

こ

の

同
化
主

義
こ

そ

が

正
当

性
を

得
て

ユ

ダ

ヤ

人
は

繁
栄
を

謳
歌
し

、

学
者、

思
想
家、

芸
術
家、

銀

行
家

、

資
本
家
を

輩
出
し

た
。

西
欧
の

ユ

ダ

ヤ
人
は

時
代
の

先
端
で

あ
り
、

東
欧
の

同
胞
は

時
代
遅
れ

で

カ

バ

ラ

ー

の

迷
信
が
は

び

こ

る

迷

妄
の

世

界
と

み
な
さ
れ

て

い

た
。

と
こ

ろ

が
、

一

九

世
紀
末
以

降、

完
全
に

西
欧

文
化
に
同
化
し
た

家
庭
の

子
弟
か

ら
、

東
欧
ユ

ダ

ヤ
教
の

伝
統
主

義
・

ハ

シ

デ

ィ

ズ

ム

・

シ

オ
ニ

ズ

ム

の

中
に
、

失
わ
れ

た

ユ

ダ

ヤ

精
神
の

源
泉
を

認
め

る

人
々

が

出

現
し、

郷
愁
と
と

も
に

ユ

ダ

ヤ

文
化
を

再
発
見
す
る

動

き
が

生
じ

た
。

　
こ

の

結
果
か
ら

判
断
す
れ

ば
、

近
代
化
に

遭
遇
し

た

東
西
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

に

お
け
る

ユ

ダ
ヤ

社
会
の

対
応
の

違
い

は
、

ユ

ダ
ヤ

教

的
伝
統
の

存
続
と
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い

う
点
に

関
す
る

限
り、

東
欧
が

は

る

か
に

真
剣
だ
っ

た
。

そ
の

原
因
は

何
か

。

客
観
情
勢
で

は
、

西
欧
と
同

様
に

東
欧

に
お

い

て

も

近
代
化
と
と

も
に

ホ

ス

ト

社
会
の

同
化
へ

の

圧

力
が

加
わ

り、

内
部
か
ら

も
ユ

ダ
ヤ
啓

蒙
主

義
の

運

動
が

起
こ

っ

た
。

知
識
人
と

大
衆
を
分
断
す
れ

ば

指
導
者
を

失
っ

た

大
衆
は

周
囲
に

同
化
す
る

だ
ろ

う
と

考
え
ら

れ
た

。

　

し
か

し、

西
欧
と
の

異
な
る

条
件
が

い

く
つ

か

指

摘
で

き
る

。

第
一

に
、

人
口
が

多
く、

定
住
地
域
で

の

団
結
に

よ

り、

ユ

ダ
ヤ

文
化
へ

の

屈

辱
や
同
化
へ

の

圧

力
が

西
欧
に

比

べ

少
な
か

っ

た
。

第
二

に

は
、

そ
う
し

た

ユ

ダ
ヤ
社
会
に

宗
教
的
情
熱
を

吹
き
込
む

新
た
な
複
数
の

運
動
が、

互

い

に
敵
対
的
で

は

あ
っ

た
が
発
展
を

遂
げ
た

こ

と
。

東
欧
の

南
部
ウ

ク
ラ

イ
ナ
で

は

ハ

シ

デ

ィ

ズ
ム

が
一

七

五

〇

年
以
降
に
盛
ん
に
な
り、

全
域
に

広
が
る

。

他
方、

北
方
の

リ
ト
ア
ニ

ア

で

正

統
主
義
が
一

七

七
〇
年
以
降

に
活
性
化
し、

当
初
は

ハ

シ

デ

ィ

ズ

ム

勢
力
に
異
端
宣

告
を
行

う
が、

次

第
に
そ
れ
ら
を

取
り
込
ん
で、

世
俗
化
に

対
抗
す
る
強
力
な
基
盤
が
形
成

さ
れ
る

。

こ

の

と

き
に
新
た
な
学
塾
イ
ェ

シ

ヴ
ァ

が
果
た
し
た

役
割
が
注

目
さ
れ
る

。

伝

統
的
価
値
で

あ
る

タ

ル

ム

ー

ド
を
新
た
な
視
点
か
ら
学
習

し
直
す
教

育
制
度
を
導
入
し
た
こ

と

の

意
義
で

あ
る

。

ユ

ダ
ヤ

啓
蒙
主
義

と
ハ

シ

デ
ィ

ズ
ム

と

タ
ル

ム

ー

ド
教
育
の

三

者
の

中
で

、

若
者
が
一

番
魅

力
を
感
じ
た
の

が
タ

ル

ム

ー
ド
教
育
だ

っ

た
。

ユ

ダ
ヤ

啓
蒙
主

義
と
ハ

シ

デ

イ

ズ
ム

と

は
、

欧
州
全

体
で

も
起
こ

っ

て

い

た

普
遍
的
な
運

動
と
相
通

ず
る
運
動
で

あ
る

。

人

間
理
性
の

重
視
に

よ
り
迷
信
を

排
除
す
る

理
性
主

義
お
よ
び、

罪

意
識
と

内

面
性
の

強
調
で

あ
る

敬
虔
主

義
で

あ
る

。

こ

の

同
時

代
的
で

普
遍
的
な
二

つ

の

運
動
を
包
括
す
る

よ

う
な
ユ

ダ
ヤ

教
独
自

の

古
典
学

的
教

養
が
全
て

の

生
存
の

基

礎
に

位

置
づ

け
ら
れ

た
こ

と
が、

現
代
に

お

け
る

ユ

ダ
ヤ

教
の

再
活
性
化
を
支
え
る

根
本
原
因
で

あ
る

。

パ

ネ
ル

の
主
旨
と
ま
と
め

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

勝
又

　
悦
子

　
ユ

ダ

ヤ
教
の

歴

史
は
、

危
機
と

試
練
の

連
続
で

あ
っ

た
。

本
パ

ネ
ル

で

は
、

様
々

な
時
代
と
地
域
の

ユ

ダ
ヤ
教、

ユ

ダ
ヤ
教

徒、

ユ

ダ

ヤ

人

が
、

宗
教
的
支
柱
を
失
い
、

生

存
の

危
機
に

直
面
し
た
と
き、

共
同
体
崩
壊、

伝
統
崩
壊
の

危
機
に

直
面
し
た

と

き、

そ
れ
を
い

か
に

解
釈
し

、

向
き

合

っ

て
き
た
か
に

つ

い

て
、

事
例
を
挙
げ
な
が
ら

考
察
し

た
。

ユ

ダ

ヤ

教
の

「

危
機
」

を

通
し
て

、

現
代
社
会
が

直
面
す
る

困
難、

危
機
に
対
し
て

示

唆
が
得
ら
れ
な
い

か

と

い

う
意
図
が
あ
っ

た
。

　

大
澤
発
表
で

は
、

出
エ

ジ
プ

ト
記一→一
二

章
の

金゚
の

子
牛
像
の

事
件
を
ア

ラ

ム

語
訳
聖

書
（
タ

ル

グ
ム
）

を
中
心
に
分
析
し

、

ラ

ビ
・

ユ

ダ

ヤ

教
に

も
見
ら
れ
る

解
釈
を
聖

書
本
文
の

中
に

織
り
込
ん

だ
こ

と
に

特
徴
が

あ
る

と

指
摘
し
た

。

勝

又
発

表
で

は
、

紀
元
七
〇
年
の

エ

ル

サ
レ

ム

第
二

神
殿

崩
壊
の

理
解
を

、

そ
の

後
の
ユ

ダ
ヤ
教
の

べ

ー

ス

と

な
る

『

ミ

シ
ュ

ナ
』

を

中
心
に

分

析
し
た

。

予
想
外
に

『

ミ

シ
ュ

ナ
』

中
に

「

神
殿
崩
壊
」

の

記
述
は

少
な

く、
「

神
殿
健
在
時
」

の

記
憶
が
主

流
で

あ
る

。

し
か

し
、

少
な
い

中
に

も
「

神
殿

崩
壊
」

と
ラ

ビ
・

ユ

ダ
ヤ

教
の

立
役
者
を
重
ね
て

記
述
し
て

い

る

と
い

う
特
徴
が
あ
る

。

神
田
発

表
で

は
、

一

二

世
紀
混
乱

に

陥
っ

た
イ
エ

メ

ン

ユ

ダ
ヤ
教
共
同
体
に
マ

イ
モ

ニ

デ

ス

が

送
っ

た

『

イ

エ

メ

ン

へ

の

手
紙
』

を
題
材
に、

ラ

ビ

と
し
て

彼
が

聖
典
に

基
づ

い

て

ユ

ダ
ヤ

伝
統
を
ど

う
解
釈
し

た
か
を

考
察
し
た

。

聖
句
を
多
数
引
用
し

た
こ

の

手
紙
と

、

サ

ラ

デ

ィ

ン

に

直
接
訴
え
た
マ

イ
モ

ニ

デ

ス

の

行
為
は

、

ま

さ
に

彼
が

訴
え
る

「

聖

句
に

立
つ
」

行
動
で

あ
っ

た
。

市
川
発
表
で

は
、

一

九

世
紀
東
欧
の

近
代
化
と
ロ

シ

ア

帝
国
の

征
服、

ま
た

ユ

ダ

ヤ

社
会

内

部
か
ら
生
じ
た

ハ

シ

デ

ィ

ズ

ム

の

分
派
と

啓
蒙
主

義
ハ

ス

カ

ラ

ー

の

浸
透
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